
〇計画の背景

〇計画の目的

〇対象区域と期間

計画の区域；朝倉市全域

計画期間；令和８年度～令和１２年度（５年間）

〇地域公共交通の現状

　朝倉市の公共交通の現況、運行状況、体系・役割

〇前交通計画からの課題【課題1～5】

〇アンケート調査からの課題【課題6～9】

〇目標像と基本方針 〇計画の推進体制

〇目標

〇達成状況の評価方法

〇施策

目標を達成するための具体的な施策、事業、実施主体等を定めます。

〇評価指標

施策、事業等における成果を見える化するための数値目標を定めます。

第４章　計画の進め方

毎年実施する「小さなＰＤＣＡ」と長期的に実施する
「大きなＰＤＣＡ」による二重の組み合わせで進行管理
を行い、継続的な改善を図っていきます。評価・検証の
方法については、運行状況の確認やモニタリングを実施
し、実績値と計画実施時に定めた数値目標を比較して評
価を行います。

行政や交通事業者だけでなく、市民やあらゆる関係者等が連携し、一体となって計画目標の達成に取り組む必要
があり、全体で地域公共交通を支える、育てるという意識づくりを図りながら協働し、公共交通施策を進めてい
きます。

　「市内の公共交通に関するアンケート調査」の結果を分析し、今
後の改善点や課題として取り組みを進めていきます。

第３章　基本的な方針

朝倉市における地域公共交通のあるべき姿を目標像として描き、基本的な
方針を定めます。

上位計画、各種計画に求められている役割、課題や基本方針を踏まえ、目
標を定めます。

　当初、平成２７年度から平成２９年度までの計画でしたが、九州
北部豪雨災害により計画期間を延長し、その後も復旧状況等を鑑み
一部改訂を重ね令和７年度までの計画となっています。路線バス廃
止に伴う代替手段及び交通空白地区の解消を目的にデマンド型交通
を導入し、移動手段を確保してきました。

　地域公共交通とまちづくりとの連携を図りながら、DXの推進によ
る効率的かつ利便性の高い地域公共交通の実現を目指し、将来的に
持続可能な公共交通体系の再構築に向けた取り組みを定めるもので
す。

　前交通計画を総括し、継続して取り組むべき課題、達成できな
かった課題を抽出し、現時点での課題として取り組みを進めていき
ます。

第２章　現状と課題

第１章　計画概要

　朝倉市地域公共交通計画（平成２７年度～令和７年度） ●鉄道、乗合バスによる広域幹線、地域内幹線により、各拠点から市内外への移動及び各拠点間の幹線公共交通網を形成する。

●あいのりタクシー、コミュニティバスによる支線により、各地域内及び市内各地区から各拠点までの移動の確保を図る。



3-(3)
情報発信の充実

①利用促進に関する周知啓発
②市民意識の醸成

①施設管理者との協力関係強化
②他市町村・他部署との連携強化

①市報・ホームページ等による情
報発信
②公共交通ガイドの作成

施　策 【取組内容】 

2-(1)
新たな移動手段
の導入

2-(2)
システムの導入

2-(3)
担い手不足
の対応

①AIオンデマンド交通導入の検討
②新たな移動手段の導入検討

①システム導入によるDXの推進
②キャッシュレス化の検討

①支援制度の検討
②輸送資源の活用検討

1-(1)
鉄道の維持

1-(2)
路線バスの維持

1-(3)
交通結節点
の強化

①相互乗り入れによる機能強化
②まちづくりとの連携

①P＆R、C＆Rの情報発信
②P&R、C＆Rの利用環境の充実

1-(4)
P＆R、C＆R
の推進

①鉄道駅における環境整備

②連携強化による利便性の向上

③観光施策と連携した環境整備

①サービス提供の維持に向けた利用促進

②路線維持に向けた支援

③バス停の待合環境整備

目標③

市民、交通事業者、
行政等関係者と連携した
公共交通の利用促進

目標②

多様な移動ニーズに応じ
地域に適した

新たな移動手段の導入
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DXの推進
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【人/年】

31

31 15.5 31

平日

土曜日

日祝日

甘木 杷木 高速バス

指標4；コミュバス（あいのりタクシー）の年間利用者数

指標5；利用者１人当たりの市財政負担額

指標6；市民の満足度

指標7；高齢者運転免許証自主返納支援事業申請者数

指標8；コミュバス（あいのりタクシー）事業の収支率

平均60【％】

220【人/年】

7.5【％】

20,000【人/年】

4,000【円/利用者１人】

【往復便/日】

指標1；鉄道駅での乗降客数

指標2；西鉄バス甘木幹線、高速バスの運行便数

指標3；秋月線、田主丸線の年間乗降客数

65,667

34,456

甘木観光バス田主丸線

甘木観光バス秋月線

1,460

670

西鉄甘木線(３駅合計)

甘木鉄道（甘木駅）

【人/日】


